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香川大学教育実践総合研究投稿要領

１（投稿の要領）
　　　香川大学教育実践総合研究（以下「教育実践総合研究」という。）への投稿については、「香川

大学教育学部研究報告規程」による他、この要領の定めるところによる。
２（投稿の内容）
　　　教育実践総合研究は、教科教育、教育臨床など広く教育実践に関する独創的な研究論文・実践

報告、資料（研究ノート、研究動向の紹介など）及び香川大学教育学部附属教職支援開発センター
の活動報告などを掲載する。

３（投稿者）
　　　教育実践総合研究に投稿できる者は、「香川大学教育学部研究報告規程」による他、香川大学

教育実践総合研究編集会議（以下、「会議」という。）が特に依頼した者とする。
４（投稿原稿の提出方法）
　　　投稿原稿は、完成原稿とし、原則として電子文書で作成し、印刷原稿２部と、その電子ファイ

ルを会議に提出する。
５（投稿原稿の長さ）
　　　投稿原稿の長さは、刷り上がり14頁（１頁は21字×42行×２段）以内を原則とし、偶数頁にな

ることが望ましい。超過する場合は、会議の議を経て認めることがある。
６（刷り上がり１頁目の形式）
　　　刷り上がり１頁目は、和・英文のタイトル・著者名・所属（所在地）、和文要旨（200字）及び

キーワード（５語）を含むものとする。
７（投稿原稿の取り扱い）
　　　投稿された論文等は査読を行い、会議においてその取り扱いを次のいずれかに決定する。査読

者については、会議において決定する。
　　（１）採録
　　（２）条件付き採録
　　（３）返戻
８（校正）
　　　校正は原則として３校までとし、投稿者において速やかに行うものとする。その際、印刷上の

誤り以外の訂正、挿入、削除は原則として認めない。

附則　　本要領は、平成16年４月１日から適用する。
附則　　本要領は、平成17年12月14日から施行し、平成17年11月９日から適用する。
附則　　本要領は、平成19年４月１日から施行する。
附則　　本要領は、平成27年４月１日から施行する。
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編集方針

　「香川大学教育実践総合研究投稿要領」第２項の「香川大学教育実践総合研究（以下、「教育実
践総合研究」という。）は、教科教育・教育臨床など広く教育実践に関する独創的な研究論文・
実践報告、資料（研究ノート、研究動向の紹介など）及び香川大学教育学部附属教職支援開発セ
ンター（以下、「教職センター」という。）の活動報告などを掲載する」に基づき、「教育実践総
合研究」は、以下の編集方針に基づくものとする。
　１．「教育実践総合研究」は「香川大学教育学部研究報告規程」に定める投稿者（原則として、

教育学部教員とする。）による者のほか、香川大学教育実践総合研究編集会議（以下、「会議」
という。）が特に依頼した者の原稿をもとに編集する。

　２．「教育実践総合研究」に、研究論文・実践報告、資料（研究ノート、研究動向の紹介など）
及び教職センターの活動報告などの区分を設ける。

　　１）研究論文・実践報告は、教科教育・教育臨床などの広く教育実践に関する独創的な内容
とする。

　　２）資料は、教育実践に関する記録、研究ノート、研究動向の展望、国内外の教育実践に関
する最新の現況報告などの内容とする。

　　３）教職センターの活動報告は、事業報告、活動日誌などの内容とする。
　　４）会議が特に依頼した者の原稿は、上記の１）、２）及び３）のいずれかの内容とする。
　３．依頼論文等を含む投稿原稿の取り扱いは会議において決定する。
　４．採録された原稿の掲載順は、掲載区分ごとに原稿の受付順とする。
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◆研究論文・実践報告
佐藤明宏・藤村まや
伊佐祐香子・木村勇樹
片岡亜貴子・尼子智悠
西吉亮二・額田淳子
一田幸子・田村恭子
木村香織・青井香織

1 小学校・中学校における読むこと・書くことの習得が困難な児童・
生徒に対する学習支援の方法についての実践研究
―Which型学習課題の開発―

滝澤健・武藏博文 11 児童同士による役割遂行と相互交渉を促すための指導方法の検討
―知的障害特別支援学校小学部「朝の会」の授業改善を通して―

岡田涼 25 児童の授業中のメタ認知的活動と授業に対する内発的動機づけ

松島充・鵜川護 35 深い算数の学びを実現するためのディスコース分析
―コモグニティブコンフリクトの視点から―

上野耕平・山神眞一
石川雄一・野﨑武司
宮本賢作・米村耕平
増田一仁・野﨑佳子

49 Mentimeterを活用した保健授業の実践

吉川暢子・手塚千尋
森本謙・笠原広一

57 幼児の土を使った遊びと探究Ⅰ
―Arts-Based Researchの視点から実践を描き出す―

大久保智生・日浦奈津美 71 校長の学校経営の方針が生徒の学校適応に及ぼす影響
―認知された教師の指導行動に注目して―

岡田知也・堀田真央 79 新たな視点による中学校音楽科鑑賞領域における音楽の教材化に関
する実践的研究（２）

松下幸司 89 大学の遠隔講義におけるアクティブラーニング型授業の試み
―グループ・コミュニケーション・ルームと情報共有ツールを併用して―

松下幸司・妹尾理子
田中明日香

99 論理的思考を促す小学校家庭科の教材開発
―炊飯時の温度変化に関する教材化を目指して―

◆資料
松村雅文・中知春 111 シミュレーションシステムMitakaを用いた銀河系の学習

―まんのう町立満濃中学校の授業アンケート報告―

◆教職支援開発センター活動報告

◆Research Articles / Practical Reports
Sato, A., Fujimura, M., Isa, Y., Kimura, Y., Kataoka, A., Amako, T., Nishiyoshi, R., Nukada, J., Ichida, S., Tamura, 

K., Kimura, K., and Aoi, K.
　：Research on How the Learning Support for Difficult Students Learn to Write and Read in Elementary 

and Junior High School: Development of a Which Type Study Subject � 1

Takizawa, K., and Musashi, H.
　：Examination of Teaching Method to Promote Role Execution and Interaction between Children: Through 

the Improvement of Classes at the “Morning Meeting” of the Special Support Elementary School for 
Intellectual Disabilities � 11

Okada, R.
　：Children’s Metacognitive Activities in School Lesson and Intrinsic Motivation � 25

Matsushima, M., and Ukawa, M.
　：The Discourse Analysis to Realize Deep Mathematics Learning: From the Perspective of the Commognitive 

Conflict � 35

Ueno, K., Yamagami, S., Ishikawa, Y., Nozaki, T., Miyamoto, K., Yonemura, K., Masuda, K., and Nozaki, Y.
　：A Practical Study on School Health Education Using the Mentimeter � 49

Yoshikawa, N., Tetsuka, C., Morimoto, K., and Kasahara, K.
　：Children’s Play with Dirt and Inquiry I: An Arts-Based Perspective on Research Implementation � 57

Okubo, T., and Hiura, N.
　：The Impact of the Principal’s School Management Policies on Students’ Adjustment � 71

Okada, T., and Horita, M.
　：Practical Study about Becoming It the Teaching Materials of the Music in the Junior High School Music 

Department Viewing Domain by a New Viewpoint（2）� 79

Matsushita, K.
　：A Trial of Active Learning Activities in Distance Learning Classes at University: Using Group 

Communication Rooms and Information Sharing Tools � 89

Matsushita, K., Seno, M., and Tanaka, A.
　：The Development of Learning Contents Promoting Logical Thinking Activities in Home Economics 

Classes at Elementary School: Contents Focusing on Temperature Changes while Cooking Rice � 99

◆Materials
Matsumura, M., and Naka, C.
　：Learning of the Galaxy with the Mitaka System: a Report of Astronomy Classes in Manno Junior High 

School � 111

◆Biannual Report of the Center Activities for Educational Development and Support

ISSN 1345-708X� No.41, 2020
BULLETIN

OF
EDUCATIONAL RESEARCH AND TEACHER DEVELOPMENT

OF
KAGAWA  UNIVERSITY

CONTENTS


